
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
・教科担任制の効果的な運
用と、校内研究による教員
の指導力の向上
・江戸川区学力調査の実施
（３年生以上１２月）
・区定着度調査、学習カル
テ、東京ベーシックドリル
を活用した、基礎基本の定
着
・よむYOMUワークシート
の実施（年間３０回）
・放課後補修教室の実施
（年間１５０回以上）
・一人１台端末を活用した
授業の改善

・全国学力学習状況
調査の結果が、全国
平均正答率を上回
る。
・ＣD層児童の基礎
基本の定着と基礎的
な学力の向上

A A A

・教科担任制の効果的な運用に
向けて、9月までに第6学年、第
5学年、第2学年の研究授業と授
業公開を実施し、授業力向上を
図った。
・東京ベーシックドリルは2回
実施し、基礎基本の定着を図る
とともに児童の実態を把握し、
日々の指導に生かしている。
・よむYOMUワークシートは9
月まで11回実施した。
・放課後学習教室は9月までに
62回実施した。
・オクリンクプラスの授業での
活用の仕方に関する校内研修を
実施した。

A A

・年間４回の研究授業と94回の
授業公開を実施し、教員の指導
力向上に向けての取組を充実さ
せることができた。全国学力学
習状況調査の結果は、全国平均
を上回るには至らなかったが、
取組を継続し、令和８年度まで
に目標達成を目指す。
・区定着度調査、学習カルテ、
東京ベーシックドリルを活用
し、基礎基本の定着を図った。
・よむYOMUワークシートを年
間３０回実施し、読解力の向上
を図った。
・一人１台端末を活用した授業
に向けて研修を３回実施した。

A

・６年生の学力学習状況調査に
て東京都の平均に３年前から
徐々に近づいてきている結果を
見た。まさしく少人数制の効果
だと思う。次回調査結果が楽し
みである。

・次年度の校内研究は、
教科担任制を軸にし教師
の指導力、児童の学力向
上を図る。さらに児童の
主体的な取組や、主幹・
主任層の研修を充実さ
せ、学年経営の充実を図
る。
・区定着度調査、学習カ
ルテ、東京ベーシックド
リルの取組を年間計画に
明記し、算数少人数の授
業で繰り返し、練習問題
に取り組む。

・探究的な学習の実施、充
実を図り、より深く追求し
ようとする生涯教育の基礎
となる能力を培う。
・週３回１５分の朝読書実
施による読書の習慣化
・図書委員会による、江戸
川区蔵書管理システムを活
用した本の貸し出しや図書
館整備、ポスターによるお
すすめの本紹介、全校集会
での読書の呼びかけなど、
読書推進活動を設定する。

・朝読書の実施回数
・読書科コンクール
への応募状況

B B B

・9月までに朝読書を36回実施
しした。
・調べる学習コンクールへ参加
した。
・江戸川っ子読書科コンクール
への第5学年、第6学年の参加を
計画している。
・図書委員会の児童による、本
の貸し出し、図書館整備の常時
活動を行っている。１０～１１
月の読書週間に向けて準備を進
めている。

B B

・保護者の協力もあり、１～３
年生までの読み聞かせを実施す
ることができた。
・夏の自由研究を通して、調べ
る学習コンクールへの参加を増
やすことができた。
・江戸川っ子読書科コンクール
への取り組みを高学年を中心に
実施した。
・図書委員会の児童による、本
の貸し出しと、図書館整備の活
動は、年間を通して充実した取
り組みになった。

A

・読み聞かせや読書活動の推進
により、子どもたちが本に親し
む機会を多くしてほしい。

・さらなる読書の習慣の
確立に向けて、校内や家
庭での読書の時間の確
保、教員向けの読書科指
導を充実させる。

・外国語専科の配置、イン
グリッシュウィークの設定
・ＡＬＴとの授業…外国語
（年間７０ｈ）、外国語活
動（年間３５ｈ）

児童の基礎的な学力
の向上とコミュニ
ケーション能力の向
上

A A A

・2月に実施するイングリッ
シュウィークに向けて準備を進
めている。
・9月に、外部講師5名を招き、
イングリッシュキャラバンを実
施し、外国語のコミュニケー
ションの向上を図った。

A A

・９月のイングリッシュキャラ
バン、２月のイングリッシュ
ウィークの取組は、ＡＬＴとも
連携し、例年以上に充実させる
ことができた。
・ALTの授業は、計画通り実施
し、コミュニケーション能力の
向上を図れた。

A

・イングリッシュウィークでの
体験的な活動がとても楽しかっ
たと聞いている。次年度もぜ
ひ、継続してほしい。

・次年度もイングリッ
シュキャラバン、イング
リッシュウィークの取組
を計画し、本年度の取組
を継続する。

○学力の向上
・授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的な対応に
よる取組の実施・充実

〇読書科の更なる充実
学
力
の
向
上

・様々な学級の教員に見守られ
る中で、子供たちは安心して学
校生活を送れている。引き続
き、学力向上に向けて取組を充
実させてほしい。
・放課後学習教室で、算数の基
礎基本を復習できることはよい
と思う。

・１，２年生で朝読書の時間に
読み聞かせを行っている。保護
者もさらに協力したい。１２月
に３年生での活動の機会がある
と聞いているが、子供たちの読
書活動がさらに充実するよう期
待している。

○外国語教育の推進
・授業力の向上とALT
の効果的な活用

前年度までの本校の現状

＜成果＞３年生以上による教科担任制の効果的な運用をさらに充実させた。学習指導要領の理念に
基づき、授業改善に取り組み教師の授業力向上を図った結果、児童の学力向上が見られた。本校の
教科担任制の取組について、他地区の学校や研修等で積極的に情報発信した。また、学校教育目標
や学校経営方針の具現化をめざし、校務分掌組織を見直し、全教職員で推進した。

＜課題＞引き続き、児童の実態および教育的課題を的確に把握し、学習指導要領を踏まえて具体的な活動を設定していく必要が
ある。人事異動等の校内の人材が入れ替わることを想定して、今後も継続して組織的な人材育成に取り組めるようにする。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

令和6年度　江戸川区立第四葛西小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
○豊かに育つ四葛西っ子
・元気な子　・やさしい子　・よく考える子　・やりぬく子

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

○家庭・地域に開き、共に歩む学校
○友達と共に学級、学年、学校の文化を創り、発展させていく児童
○組織的に教育活動を推進しつつ、自らの向上を図る教師

・学校で行っている取組はよ
い。ALTや外部講師と英語でコ
ミュニケーションを図れる機会
が充実している。子供たちは外
国語の授業を楽しみにしてい
る。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)



A

・特別支援研修会実施
・支援委員会…毎月

実施回数および研修
会への参加

A A A

・区内拠点校との連携により、
特別支援研修会を1学期に1回実
施した。
・エンカレッジルームを活用し
ての児童への個別支援を充実さ
せている。
・毎月、支援委員会を開催し、
副籍交流等の充実を図ってい
る。

A A

・毎月、支援委員会を行い、
支援が必要な児童の対応につい
ては、全教職員で情報共有し、
共通理解を図りながら組織的な
対応を充実させることができ
た。

A

・ダイバーシティの視点を継続
して、児童に伝えてほしい。

・次年度も、区内拠点校
と連携し特別支援研修会
を実施できるよう計画す
る。
・支援員会は年１１回実
施し、支援の必要な児童
の対応について組織的に
対応できるようにする。

・弱視障害理解教育実施
（第３学年）

在籍児童への理解向
上

A A A

・9月に第3学年を対象として、
学級ごとに弱視障害理解教育を
実施した。

A A

・２学期には、全盲のパラリン
ピアンの講演会を実施した。さ
らに視覚障害の理解につながる
取組となった。 A

・児童にとって、とても良い機
会が設けられたことに感謝して
いる。

・弱視理解教育は、次年
度も引き続き３年生で実
施し、その取組を充実さ
せる。

・日々の教育活動や学校行
事の様子を、「学校日記」
に写真と共に掲載し発信
・保護者に学校公開（年間
3回）、運動会や音楽会の
公開

学校日記掲載回数
公開等の実施回数

A A A

・週に1回以上、日々の教育活
動の様子について発信してい
る。
・6月に運動会を公開した。
・9月までに学校公開を2回実施
した。

A A

・給食を中心に、毎日学校の様
子を発信した。宿泊体験につい
ては、様子を詳しく伝えられる
ようにした。
・運動会、展覧会、学校公開３
回を実施した。

A

・学校だよりを見ることで子ど
もたちの学校生活が目に浮か
ぶ。また、先生方の子どもたち
への熱心な教育も伝わる。

・今年度同様、様々な機
会に学校生活の様子を、
発信する。

・学校評議員を交え、学校
関係者評価報告書を活用し
た教育活動の改善・充実に
向けた協議の実施

協議の実施時期の設
定

A A A

・6月15日土曜日の学校公開日
に合わせて、学校評議委員会を
実施し、児童の学ぶ姿をご覧い
ただき、ご意見をいただいた。 A A

・土曜日の学校公開日に合わせ
て、学校評議委員会を実施し、
児童の学ぶ姿をご覧いただい
た。学校評価と合わせて、ご意
見をいただいた。

A

・学校評議員への連絡も定期的
に届いている。

・区の規定に沿って、今
年度と同様に学校公開を
実施する。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

○自校の取組の積極的
な発信
・学校（園）ホーム
ページの充実等
・学校（園）公開の実
施・充実

・運動会や学校公開等、保護者
が来校する機会が定期的に設定
されている。

○学校関係者評価の充
実
・教育活動の改善・充
実に向けた学校関係者
評価の実施

・子供たちの活動の様子がよく
わかり、よい機会となってい
る。

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

○特別支援教育の推進
・ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実
・エンカレッジルーム
の活用促進
・副籍交流、交流及び
共同学習の実施・充実

・SCや特別支援教室など、個別
の児童に対する支援を継続して
ほしい。

○たんぽぽ学級との連
携
・弱視学級と連携した
指導の充実と弱視教育
への理解

・引き続き、毎年実施してほし
い。

○子どもたちの健全育
成に向けた取組
・不登校対策の実施、
充実
・教育相談の強化
・hyper-QUの活用

・いじめ、不登校の未然防
止に向けた魅力ある学校づ
くりの取組の充実、研修会
の実施　学期１回
・スクールソーシャルワー
カー、生活指導連絡協議会
の活用

実施回数および研修
会への参加

A A A

・いじめ防止に関する研修会を
実施した。
・校内対応組織についての共通
理解を図った。
・生活指導連絡協議会での情報
を、生活指導夕会で校内に共有
した。
・hyper-QUの活用の仕方につ
いて研修を行い、分析の仕方の
理解を深めた。

A

体
力
の
向
上

・SNSの適切な使い方や、危険
性については、しっかりと指導
していほしい。保護者への啓発
もあわせてお願いしたい。

A

・いじめに関する授業は、各学
級で実施した。
・２月の学校公開では、５年生
でSNSの使い方に関する授業を
実施した。
・hyper₋QUの学校生活満足度

は、学年が上がるに伴い向上し
た。複数教員に見守られて安心
して学校生活を過ごしている児
童が増えてきている。

A

・児童一人一人への確実な支援
を今後も継続してほしい。

・いじめに関する授業の
実施は、次年度以降もさ
らに継続して実施する。

○運動意欲や基礎体力
の向上
・体育の授業や、休み
時間におけるなわ跳び
の取組など、運動に主
体的に取り組む機会の
設定による運動意欲の
向上

・体育の授業における「主
体的・対話的で深い学び」
の視点に立った授業改善
・体力テストの実施と体力
テストに向けた体力向上の
取組
・なわとびチャレンジ
ウィークの実施（年間３回
６月、１２月、１月）

・体力テスト結果の
向上
・なわとびチャレン
ジウィーク後の意識
調査の結果の向上

A A A

・6月の体力テストに向けて、
様々な運動に慣れ親しむ活動を
行った。また、体力テスト前に
は、なわとびチャレンジウィー
クを実施した。
・9月に体育部の教員を中心
に、校内で「主体的・対話的深
い学び」の視点に沿った授業作
りの研修を実施した。

A

・様々な機会を通して、子供た
ちの体力の向上を促してほし
い。今年は年間を通して、なわ
とびの活動が計画されていてよ
い。

A

・２学期、３学期のなわとび
チャレンジウィークも充実した
取組となった。なわとびパ
フォーマーの出前授業は全学級
で実施した。
・体育部を中心に、各学年の体
育の学習は「主体的・対話的深
い学び」の視点に沿った充実し
たものとなった。

・ペア学年でなわとびに取り組
む時間もあり、活動時間の充実
が図れていたのではないかと思
う。体力向上につなげてほし
い。

・なわとびチャレンジ
ウィークは年間３回実施
する。異学年の交流のさ
せ方など、さらに取組を
充実させる。



・海苔すき体験（第３学
年）
・米づくり等の体験（第５
学年）

学年の総合的な学習
の実施時間

A A A

・さざなみ会と連携し、第5学
年で5月に稲狩り、9月に稲刈り
を実施した。

A A

・さざなみ会と連携し、９月以
降は、５年生の餅つき体験や、
３年生の海苔すき体験を実施し
た。 A

・街中で出会って挨拶してくれ
る。
・朝の挨拶、まだ恥ずかしさが
あるのかできない子が見られ
る。こちらから挨拶すれば返し
てくれるので、次回から期待し
たいと思っている。

・次年度も、同様にさざ
なみ会と連携し取り組み
を充実させる。

・異学年集団（年間６回）
・学年（年間２回）

異学年交流の実施回
数

A A A

・9月までにグリーンアドベン
チャーを3回実施し、異学年交
流を図った。

A A

・１２月にグリーンアドベン
チャー検定を実施した。

A

・学年を越えた児童が関りをも
つ機会は、とても良いと思う。

・１年生から６年生まで
が縦割り班で関われる貴
重な機会となるため、よ
り異学年での交流が深ま
るような活動を設定す
る。

・外部への積極的な発信 他校、他地区からの
視察や、資料や情報
提供

A A A

・6月11日に船橋市教務主任研
修会が、本校の授業を視察し、
その後、本校の取組について情
報提供した。 A A

・１月には、大阪府茨木市、千
葉県船橋市、静岡県清水市から
視察があり、本校の教科担任制
の取組について情報提供した。 A

・積極的な情報発信を重ねられ
ていることに驚き、教育への熱
意に敬意をいだく。

・人事異動等で教職員の
入れ替わりがあった際
も、本校の教科担任制の
取組がより発展したもの
になるよう、組織的に人
材育成に取り組む。

・地域も連携し、さらに取組を
継続させていきたい。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

○グリーンアドベン
チャー
・様々な樹木とのかか
わりを通しての異学年
集団交流

・本校の特徴を生かした活動が
行えている。

○教科担任制の更なる
充実
・本校の教科担任制の
取組の積極的な発信

・広く取組を発信していること
は素晴らしい。

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現 ○地域連携教育の推進

・地域を愛する心、伝
統を受け継ぐ心をもっ
た「えどがわ大好き」
な児童の育成


